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要　旨
「教職実践演習」や「児童教育学基礎演習」の中で、教師としての力量を高めるための手だて
を考察する。具体的には、学生の力量形成で重要であると位置づけている特別支援教育や学力に
課題がある児童への支援のあり方について、小学校で実際に実践し成果を上げている取り組みを
学ぶ。その中で、学生の教員としての力量形成のあり方について考察し授業の取り組みの方向性
を示した。今年度は、さらに中学校での取り組みについても考察を加えた。
キーワード： グレーゾーンの子ども理解　学力向上　教師教育　授業構築　授業力向上　算数・
数学教育
１．研究の目的
すべての子ども達の学力向上を目指して、各学校では様々な工夫がなされている。
これまでに、「学力に課題のある子ども達の支援方策を探る」をテーマに、放課後支援を実
践例にして取り組んできた。その中で、①学力に課題のある子ども達の支援と学級全体の児童
との学力向上について　②学力に課題のある子ども達に対する支援体制について　③学力に課
題のある子ども達への効果的な指導法とは　④学力に課題のある子ども達への外部支援につい
て等　の研究を行ってきた。その過程で明らかになったことは、現職教師への研修と同様に教
師を目指す学生にも、幅広い意味でのグレーゾーン（ここでは「学力に課題のある」で統一）
の子ども達の理解と指導のあり方について教師の大切な力量として習得する必要があると考
え、テーマに沿って考察してきた。また、小学校・中学校の連携を深め、支援のあり方、連携
のあり方等について考察を行った。
＊神戸親和女子大学　発達教育学部　児童教育学科　教授
＊＊神戸市立成徳小学校　学ぶ力・生きる力向上支援員
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２．学力に課題のある子ども達のとらえ方
（１）学力に課題のある子ども達の実態
・小学校における課題
小学校の子ども達は、６年間という長い年月の間に自分の学力に対する意識のもち方が大き
く変化する。低学年の間は、「勉強きらい！」とか「わからん！」と言いながらも分かると嬉
しそうに「もっとしたい！」「わかった！」と意欲的に取り組むことができる。中学年になる
と「算数苦手やねん！」「あかんわ！」「○○ちゃんは、賢いから！」など自分が出来ないこと
を意識し始める。しかし、出来るようになった時、素直に喜びを表現する。高学年になると「ど
うせ、出来へんもん！」「算数きらいやねん！」「やってもわからへん！」など、あきらめに変
化していったり、出来ない自分が恥ずかしいので分からないことを言わなかったり、最悪の場
合は、不登校になったりすることもある。分かるようになるとやはり、意欲的に取り組むこと
は出来るが、分かるようになるまでに要する時間は、学年が上がるにつれて増加していき、簡
単に追いつけることが出来ないようになってしまう。
また、近年、発達障害児童や軽度の知的障害児の比率も普通学級の中で増加傾向にあるよう
に思える。地域の児童として友達の中で育つことは、とても大切なことであるが、個々の学力
保障という面では、かなり難しい問題である。
以前は特別支援学級との逆交流も行えていたが、特別支援学級の重度化に伴い支援員の確保
もままならない現実の中では、逆交流は難しい。このような子ども達に対してきちんと分かる
まで教える時間が確保されているだろうか。教師達は、「全員がきちんと出来るまでというの
は、難しいね！」というあきらめの中で子ども達を次年度の学年に送り出しているのが現実で
はないだろうか。
少しでもそのような現実を改善していくためには、まず、学校それぞれが、「基礎学力定着」
に対する方策を考える組織を確立し、その方策を打ち出さなければならないと考える。「いつ、
どこで、誰が、どのような方法で」を具体的に示し実践を重ねていくことで、毎年見過ごされ
ていた児童が少しでも基礎学力を身につけて進級することができるのである。どこの小学校で
も目標としては掲げているが、本当に出来ているのかを毎年検証していく必要がある。
（２）学級経営との関わり（平成29年度との比較で）
平成29年度と同様に学級経営において大切なことは、まず、クラス全員の児童がしっかり
話を聞ける環境にあるかである。勿論、45分間、聞こうとしたくなる授業であることが前提
となる。日々の授業が退屈なものであると児童は、自然と聞かなくなり、それがそのクラスの
日常の授業態度となってあらわれる。最近では、特に中学年は、学年の半数以上が経験５年未
満の教師であることも珍しくない。日常の授業で子ども達は学力をつけていかなければならな
い。ベテランと若手のそれぞれの良さが効果的に働いている学年経営のもとで子ども達が力を
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つけていけることが大切である。もし、学級崩壊などで学年内の支援が上手く機能できていな
い時も放課後に取り出すこと（すくすく教室など）で、落ち着いた環境とベテランの支援員の
もとで少し力をつけさせることができる。また、教室でもしっかり支援してもらえている児童
は、相乗効果でより確実な力をつけることができるといえる。
３．平成30年度の活動目標
①　「すくすく教室」の受け入れ児童の拡大
現在、３年生の算数四則計算の定着の教室と２年生には第１学年の漢字の定着を中心に筆圧
をみながら鉛筆の握り方、書く姿勢を指導し平仮名やカタカナの定着を支援していく教室を開
いている。どちらの教室も１名の支援員に対して２名の児童を支援している。しっかり基礎計
算や漢字を学ばせる意味では、今までの経験から２名以上では、かなり無理があると判断した。
また、１名のフリーの支援員を置くことで、リタイヤ後の生活の楽しみを奪うことなく（時給
通りの時間勤務でなく超過時間は、ボランティアとして行っているので、個人の都合でも休み
が取れるようにして）円滑にこの支援活動を続けることが出来る。
また、子ども達には、意欲喚起と支援対象人数をより多くするために達成目標を知らせて卒
業を設けている。そのため、３年生は基礎計算力・２年生は漢字力をつけさせて卒業させるが、
ともに最初の支援児童は８名でも平成29年度は、３年基礎計算力12名、２年漢字力13名が支
援対象となった。予算の枠と支援員の増員（声をかければ、来ていただける支援員はいる）を
していくことで、受け入れ児童の数も増え、卒業児童も増やせることになり、支援児童数の拡
大につながるとも考える。
②　他校での高学年児童の実態把握
成徳小学校では、学校全体で基礎基本の習得に各担任が力を入れて取り組み、また、学力向
上支援員として微力ではあるが２・３年時に基礎計算を中心とした時間を設けている。週１回
10分を、35週と考えると約350分（５時間50分）の時間を使って計算トレーニングを行ってい
る。もともと、学力的に安定した校区ではあるが、５、６年の基礎計算力は、まずまずであり、
底辺児童を支援している放課後学習も成果をあげて、ボトムアップに繋がっていると考える。
このような基礎計算の支援を特別な時間を設けて行っていない学校での現状の１つとして、５
学年で九九が出来ない児童が１クラスに３名おり、取り出し支援を算数の授業中に行っている
小学校の話を聞いた。このような実態からも基礎学力支援の意義がより明確になるのではない
かと考える。
③　中学校での実態把握（小中連携のために―数学的観点から）　
中学校において、学習支援が必要な生徒は、小学校の四則計算や、同じく初歩的な分数計算
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でつまずいたり、計算が極端に遅かったりしている。中には九九が反射的に言えなかったり、
36÷２などの簡単な２桁÷１桁の割り算が苦手だったりする生徒もいる。小学校での基礎的
な計算が定着しないまま中学校に進み、授業についていけず、とり残されて苦しい思いをして
いる生徒たちがいる。
支援が必要な生徒たちに寄り添い、小学校の基礎の計算からじっくりと指導する時間的余裕
が中学校でもなかなか持てないのが現状である。神戸市で実施されている「学ぶ力・生きる力
支援員」制度は、学習支援の意義があり、さらに、小・中学校間の連携が一層深まっていくこ
とが必要である。
○　 計算のスピードを上げることが必要。小学校においても百マス計算をくり返していくと計
算のスピードがつき、自信にもつながる。
　中学校数学の基礎基本で最も大切なのは、「正の数・負の数」の四則計算である。
その中でも特に、－２＋３とか－２－６　などの加減の計算や（－２）×７、（－18）÷（－３）
などの乗除の計算で、これらは、中学校数学の多くの分野で基礎となるからである。
 　正負の計算が出来れば、個別指導などにより指導方法を工夫すれば、中学校数学の基本的
な内容は理解できると言っても過言ではない。
　 ここで問題なのは小学校での学びの四則計算はもちろんであるが、瞬時に答えの出る九九
が出来ないことが特に大きなネックとなってくる。
○　 中学校数学を学ぶためには九九の復讐から始めるが、生徒がスムーズに取り組むために
も小学校での指導を理解しておく必要がある。（効果的にどのように学ばせ習得させてい
くかを）
○　中学校数学で押さえるべき計算は下記の通りである。　
⑴分数の足し算（通分を必要とする）、かけ算、わり算の計算
　 ＋ ・
4
3
3
1
÷・
4
5
3
1
×
4
5
3
1
⑵つまずきのある素因数分解（正の整数を素数の積の形で表すのに九九が必要）
　　　　　　　　　
2）72
2）36
2）18
⑶平方根の計算（二乗になる九九を見つけることが出来る―九九が必要）
　
√9＝√32＝3，　√25＝√52＝5，　√10＝√2×5＝×
√24＝√22×2×3＝2√6
このことが、中学数学の基礎基本と捉えている。この基本を生徒が理解することで多くのつ
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まずきを解消することができると考える。（神戸市立太田中学校　乾　康子支援員の実践より）
ここで見えてきたのは、小学校での学びの四則計算はもちろんであるが、瞬時に答えの出る
九九が出来ないことが特に大きなネックとなってくるということである。そのつまずきを小学
校段階で解消していくことが出来れば、中学生活も大きく変化すると考える。
④　支援員ネットワークづくり
リタイヤ後の教員のスキルを活かすことは、神戸の教育にとってかなり大きなメリットが生
まれると考える。また、リタイヤ後のボランティアとしての充実感にもつながるように思う。
ただ、交通手段を使ってのボランティア活動ではなく、歩いて行ける範囲でボランティア活動
ができる窓口を神戸市と連携して作っていきたい。出来る時、やりたい時にすぐに探せる窓口
（ネットワーク）があれば、より多くに支援員による活動が実現し、今、支援を必要としてい
る児童により多くの支援をおこなうことが出来る。
⑤　自尊感情の育成
これは、本年度の活動目標ではなく、活動当初からの目標でもあるが、常に意識して目標に
掲げて、毎年検証を行いたいと考える。
今の「すくすく教室」では、３年生の授業で学年全体の計算力向上の為に百マス計算テスト
とあまりのあるわり算プリントを行っている。そのテストで制限時間内に、100点がとれるこ
とは周りの友達にも褒められ大きな自信に繋がっている。「すくすく教室」では、この百マス
計算テストで制限時間内に100点をとることを目標として取り組んでいる。基礎計算力をつけ
ながら学級内での存在感が得られることの一つの方策ともいえる。
また、２年生を対象にした１年生の漢字の定着を中心とした支援では、１年生の漢字テスト
で100点をとったり、文字の形が上手くとれることで文が書けるようになったり、２年生の漢
字も書けるようになったり、美しい文字を書くことでほめられたりして、自信をつけている。　
このように放課後支援教室（すくすく教室）に通うことで、自尊感情を育てたい。苦手な勉
強で少しでも担任や他の先生や友達や家族に褒められることが増え、授業に意欲的に参加でき
るきっかけとなればと願う。
４．今年度の取り組み
（１）　平成28年度の取り組みから平成29年度への改善点と30年度への継続点
（改善点）
①　平成28年度の放課後支援児童は、５名の支援員が全員１対２の体制で支援したために支
援員が休まなければならない時には、１対３の支援になり個々の支援が十分に行えなかっ
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た。平成29年度は、１名フリーの支援員を置き、４週に一度は、１対１の支援が出来たり、
支援員が休みの時は、フリーの支援員が支援にあたったりして全員１対２の支援を維持して
支援ができた。
平成29年度３年生は、ほぼ全員が課題をクリアー（差・積の百マス計算テストとあまり
のあるわり算テスト25問の規定時間内での合格）することが出来た。（足し算百マスは、３
年生全体で取り組めていない。）また、３年生学年全体の１月時点での未合格者の中での割
合もかけ算百マス計算テスト（14名中４名）・引き算百マス計算テスト（14名中５名）・あ
まりのあるわり算テスト（３名中１名）と皆と同じように頑張れている姿は、本人達にとっ
て誇らしい結果になっていた。これは、改善点として、良い結果をもたらしたといえる。３
月末には、３学年ほぼ全員が合格できた。（障害をもつ児童２名は、問題数を減らして時間
延長で合格とした。計算方法は、ほぼ習得できたが、今後、まだまだ支援が必要であるが、
支援員にも余裕をもたせることで支援の内容はより良いものになることが実証された。）
２年生は、13名中１名は転入生で、１回のみの参加で12名の結果をみてみると１年生の
漢字80字のテストに満点合格者は５名で、あと５名は、ほぼ９割近く書けるようになった。
残りの２名は、途中参加の為、最終テストは受けていない。しかし、個別の対応で成果のコ
メントにもあるが、文字全般に渡って細やかな指導が行えた。
②　すくすく教室で支援終了後に様々な支援法の情報交換を「ふりかえりの時間」を設けて話
し合いながら、次回の支援が効果的に行えるように行った。情報交換により支援員それぞれ
が、個別に工夫したスキルを使う支援が増えより効果的な支援が行えた。
また、支援員が一年間のふりかえりを書くことによって充実した支援活動が行えたかを確
認した。（「支援員のふりかえり」資料①）
③　卒業時（３学期卒業児童から開始）に児童に支援員に宛てた手紙を書かせることで、児童
の思いを聞くことが出来た。（「子どもの学びの成果―児童の手紙」資料②）
④　年度末に「６年間を見通した学力向上支援について」、来年度に向けて校内の基礎学力向
上担当教職員と管理職とで話し合うことが出来た。
（継続点）
Ｈ29年度に行われた①～④の改善点を引き続き継続している。支援員で話し合いながら、
来年度への改善点も検討している。
（２）　子どもの学びの成果と課題
〔成果〕（平成29年度３年百マス計算テストとあまりのあるわり算テストの結果）
12名の子ども達の個別の結果を表にまとめた。授業中または、休み時間の取り出しで合格
した者は、授業中・休み時間の取り出しに合格と記載。流暢性は、事前と事後の短縮時間を表
している（表１）・入退室時期により未測定のテストもある。
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（表１）12名中の例
テスト 回数 事前／事後 途中最低時間 短縮時間 得点事前／事後
正確性
事前／事後
足し算百マス ５回 ７分17秒／４分７秒 ７分17秒（87） ３分10秒 87／100 －13／○
引き算百マス 15回 20分４秒／３分25秒 20分４秒（86） 16分39秒 96／100 －４／○
かけ算百マス 12回 ９分５秒／４分31秒 ９分５秒（87） ４分34秒 99／100 －１／○
わり算50問
（あまりなし） ４回 ３分28秒／２分00秒 ４分57秒（99） １分28秒 －１／100 －１／○
わり算50問
（あまりあり） 12回 ７分46秒／４分６秒 ７分57秒（96） ３分40秒 －４／100 －４／○
（表１）の全員の平均をまとめて全対象児童の流暢性（短縮時間）の伸びの検証を表にまと
めると以下のようになった。（表２）
（表２）Ｈ29年度対象児の平均短縮時間と範囲
テスト 平均短縮時間 短縮時間範囲
足し算百マス １分48秒 53秒～３分10秒
引き算百マス ６分18秒 39秒～16分39秒
かけ算百マス ５分55秒 31秒～13分38秒
わり算50問（あまりなし） １分39秒 １分14秒～２分39秒
わり算50問（あまりあり） ４分59秒 １分11秒～８分53秒
個人差は大きいが、全ての児童に計算の正確さと流暢性をつけさせることが出来た。
（平成29年度２年百マス計算テストとあまりのあるわり算テストの結果）
１年生の漢字80字を４枚のプリントで合計80点満点（◎で表示）がとれたら卒業とした。
最終的に満点に達することが出来なかった児童もいた（◎12名中５名、途中入室のため未受
験２名）が、全員文字を覚えてしっかり書くことに取り組めて力をつけていた。
（２年すくすく教室―12名の個別のコメント）
①　やる気は十分あったが、簡単だと思っている漢字ほど雑になりやすかった。満点で卒業。◎
② 　２学期半ばから、筆圧も強く正しい漢字が書けるようになり、ゴールが見えてきた。その頃
には、時間集中できるようになったので、漢字テストで満点が取れるまで頑張った。◎
③ 　突き出す、突き出さないなどで迷うことが多い。中に書く字を忘れている。１枚のテスト
で20点満点をとって満足感がもてていた。最終テスト80点満点で70点がとれた。
④ 　間違っていた字は、家でも練習してきたので合格することができた。卒業することを目標に
１回１回集中して取り組むことができた。筆順を間違えた漢字があると、次に直すように努力
し、正確に書けるようになった。字の形もきれいになった。◎
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⑤　漢字は、ほぼ書けるが書き順の間違えが目立った。良い姿勢で書くことを心掛けた。◎
⑥　 書き順間違えが多い。２学期の終わり頃から自分の間違いに気付くようになった。最終テス
トは、何度も「この字は、前に間違えた字や！」と言いながら練習した。間違えた字は、書け
るまで５問テストで取り組んで１枚は満点をとった。80点満点で75点。
⑦　 ５月はほとんど漢字が書けなかったのが、だんだん見て必死で覚えこむことが出来るように
なり、７割～９割ぐらい書けるようになった。平仮名は、「む」「や」は、読みづらい字を書く
ので練習した。漢字の形やバランスにはとても気を使うようになり、「字画の少ない字ほど難
しいと言いながら何度も書き直した。休みが多く、最終４枚テスト20点満点は、①と②まで
しか出来なかったが、①15点、②16点がとれた。（不登校傾向児童）
⑧　 11月に入ってきた時の１年生の漢字テストは、６割足らずしか書けていなかったが、１か月
後にはどちらも７割～８割書けるようになり、卒業時の最終テストは、80点満点で74点の結
果まで頑張った。鉛筆の持ち方や字の形には気を付けられるようになったが、やはり書き順は
直りにくい。
⑨　 字の形を少し間違えることがあり、１年生の漢字をすべて習得するのに３学期までかかった
が出来た。休むことなく明るい顔で進んで取り組むことが出来た。◎
⑩　 何度もテストを受けて満点をとることができるようになった。どの漢字も大体正しく覚えて
いるが、少し部分的に覚え間違っている字がいくつかあったので、練習してほとんどの字は、
正しく書けるようになった。◎
⑪　 １月に入ってきたので、最終テストは受けていない。左手の置き方や鉛筆の持ち方、足と虫
の混乱や縦横の書き順ミスがあったが、最終には、漢字の形を意識してしっかりした字が書け
ていた。やる気は、十分あった。
⑫　 ２月に入ってきたので、最終テストは受けていない。漢字は大体覚えているが、書き順は気
を抜くと間違える。集中に欠ける時があったが、少しずつ頑張れた。
以上のように個別に支援することで、しっかりと漢字力もつけられた。また、３年生、２年
生ともに卒業時に支援員への手紙を書かせた。その文面にも自分なりに頑張れた文面になって、
自尊感情が育てることが出来たように思えた。（資料２）
〔課題〕
３年生の算数では、年々、支援を必要とする児童が増加している。出来るだけ多くの児童を
支援していける体制づくりが課題である。
２年生の漢字、平仮名、カタカナ支援でもより多くの児童の支援が必要である。また、鉛筆
の持ち方は、高学年に進むにつれて書くことへの負担が増すので、出来るだけすくすく教室で
注意して直させているが学級担任との連携で日常的な指導が必要である。
基礎学力定着は、子ども達の将来の為に高学年になる前の予防的支援として行っていかなけ
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ればならない。
（３）　「すくすく教室」支援員との取り組みの改善点と成果
昨年度からの継続点として、平成30年度の「すくすく教室」の支援員数は、３年生算数５名、
２年生国語５名でフリーの支援員１名を置いて実施出来た。改善点としては、支援終了後に学
級担任と支援員の引継ぎの時間を設けた。子ども達を目の前にして３者懇談の形であるが、出
来るだけ良かったことを話し、今後の目標などを話す中で相互理解をはかった。聞いている子
ども達も嬉しそうであった。このようにリタイヤ後のスキルを活かすことは、神戸の教育にとっ
てかなり大きなメリットが生まれる。支援員にとってもリタイヤ後のボランティア活動として
の充実感や子ども達と触れ合う楽しみに繋がっていた。（資料１）
（４）　学校・担任との連携で見えてきたことと今後の課題
子どもの成果と課題でも述べたように「すくすく教室」では、個人ファイルに担任や管理職
もコメントを記入し、支援員との連携を行っている。頑張った事をしっかり認め、褒められる
ことは、自信と意欲に繋がっている。今後も子ども達のために連携を図りたいと考える。
○　下記は、29年度の支援員と子どもの振り返りや感想である。その内容からは効果があった
点や新たな課題をもさぐることができる。
　（資料２）「すくすく教室」支援員の感想
平成29年度は、支援員のふりかえりも書いてもらうことで、活動が支援員にとっても充実
したものとなっているか検証することにした。
　（Ｈ29年度「すくすく教室」支援員ふりかえり）
①　すくすく教室で、自分のスキルや経験を活かして取り組めたこと。
・子ども達とのコミュニケーションがとれた。・算数の計算の仕方のカードを使ったり図を
使ったりしながら説明ができた。・私はあまり活かせていないような気もする。・新卒から
６年間だけの現場経験で、ブランクも長かったので、語れるほどのスキルも経験も持ち合わ
せていないが、「すくすく教室」のお手伝いを始めて４年目‼子ども達との向き合い方、距
離感の取り方などに自分なりのものをつかめてきたような気がする。
②　子ども達と向き合って頑張れた（達成感）と思えたことや成長が感じられたこと。
・日数を重ねる毎に少しずつ子ども達が計算や漢字を書く能力が上がっていったこと。・一
人一人の子どもが自分のめあてに向かって取り組むこと。・集中力が高まっていけたこと。・
子ども達が自ら字の形に気を配るようになったのに驚いた。・今年度は、２対１の関係で落
ち着いて向き合え、心の通い合いのようなものも感じられたかな…と、うれしく思っている。
子ども達の伸びる力を信じて生活面への側面支援も試み、学習力の向上につながることが確
D10935_71000792_18藤池安代・正道幸子.indd   267 2019/01/28   14:28:22
－268－
かめられたのも収穫だった。
③　指導を終えて、不十分だったと思えること。
・２人だったが、書き順は、徹底しにくかった。・不登校気味だった児童の出席回数も少な
かったので、漢字だけで精一杯で、平仮名が、解読不能なぐらい形になっていないままになっ
たこと。
④　学校側に望むこと
管理職がかかわっていくことで、子ども達がとても張り切っていた。継続して覗いてほし
いと思った。
⑤　すくすく教室を行って教職を離れての時間が有意義に使えたか。（ボランティアとしての
活動ができたかも含めて）
・教職を離れて数十年経っていたので、児童の状況が変化していることがわかった。（発達
障害、不登校など）
・楽しんで出来たので良かった。（子ども達とのふれあいも含めて）
⑥　この活動を通しての感想
・放課後学習として１時間ではあるが、子ども達にとっては、意義深かったと思う。・他の
方の指導を見ていて、自分の指導がいかに雑か自覚させられた。
　（資料２）〔子ども達の手紙〕一部紹介
　　（３年生）
　　・ １年間すくすくでおしえてくれてありがとうございました。わりざんやたしざんやひ
きざんをおしえてくれてありがとうございます。これからは、自分だけの力でやって
いきたいです。ぼくがそつぎょうしてもすくすくをがんばってください。
　　・ １年間ありがとうございました。○○先生のおかげで３つのけいさん（引く、かける、
わる）がおぼえられるようになり、とてもうれしかったです。ごうかくできたときは、
とてもうれしかったです。それも○○先生のおかげです。○○先生、ありがとうござ
いました。
　　・ 短いあいだでしたが、ありがとうございました。ひき算がとくいになりました。ひき
算百ますがもっとしたいです。まなんだことをいかしてがんばります。だんだんとっ
くんしてがんばったけっかがでてうれしかったです。
　　（２年生）
　　・ すくすく教室でたくさんべんきょうして楽しかったです。３年生でもがんばります。
ありがとうございました。
　　・ すくすく教室で正しいかきじゅんを教えてもらってありがとうございます。３年生で
もがんばります。
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　　・ すくすく教室でかん字を教えてもらってきれいに正しく書けるようになりました。た
のしかったです。３年生になっても正しく書きます。ありがとうございました。
＊２年生では、漢字の学習と文字をしっかり書く学習をしていたため、感想では、３年生
よりも漢字を意識して使えている。分かる喜びや新たな目標も掲げている子どもの姿があ
る。
以上のように個別に支援することで、しっかりと漢字力もつけられている。また、鉛筆の持
ち方は、高学年に進むにつれて書くことへの負担が増すので、出来るだけすくすく教室で注意
して直させているが日常的な指導が必要である。
（５）　神戸市立太田中学校　乾康子支援員の具体的な取り組みと教材開発
2009年10月より太田中学校の補助員（後の支援員）として勤務し、数学の授業中学習内容
が理解しにくい生徒の支援。２年目、３年目前半はボランティアとして「指導する」ではなく
「寄り添う」をモットーに支援活動を行う。３年目後半には支援員として、2016年度からは名
称変更により「学ぶ力・生きる力向上支援員」として活動。現在に至る。
（ア） 　自身の仕事は数学の支援を通じて生徒に寄り添うこと。そのために一番大切なことは生
徒に分かる喜びを与えることができるように、もっともっと数学の教え方を工夫すること
だと考える。また、生徒が計算を間違えるのは、途中の式を丁寧に書かないからというこ
とが多く見られる。そんな時は、根気強く「こうやると間違えなくなるのよ」と繰り返し
指導している。　
（イ） 　指導する中で心がけていることは、「出来たことをまずほめる。そして励ます」ことで
ある。これは数学に対して少しでも自信を持ち、拒否反応をなくしてほしいとの願いから
である。
（ウ） 　生数学が苦手な生徒に、他の生徒が見過ごしがちな質問、例えば、「相似なんなん？」
と聞かれると一瞬戸惑うが、「説明の方法考えてくるわね」といって、画用紙で作った図
などを元に説明すると、「ウン、分かった」という反応が聞ける。
大切なことは、生徒の表情を見逃さないこと。「やる気ない」とか「教えていらん」といっ
ている生徒も、そのうち表情が和らいでくることがある。そんなときに声をかけると、教える
きっかけをつかむことが出来たりする。学習が苦手な生徒の中には、「本当は分かりたい。だ
から教えてほしい」と思っていても、声に出せなかったり、表面上は拒否したりする生徒もい
る。そんな彼らの心に寄り添えるような支援をしたいと思っている。
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《開発した教材》
Ａ．正負そろばん
生徒の中には、正負の計算の基礎でつまずく生徒が必ずいる。
－３＋５、－４－３、２－８等の計算。これらは中学校数学の一番の基礎。
間違えずにできる方法を試行錯誤していく中で小学校用「百玉そろばん」をヒントに「正負
そろばん」を考え出した。そろばんの本場小野の老舗「ダイイチ」で試作品を製作し社長と共
に改良を重ね、生徒の意見も聞きながら改良を加えた。
授業等で活用すると生徒からは「よく分かった」の意見と共に教師たちからは絶賛された。
技術職員にも協力を得、木枠を作ってもらい大アサリをそろばん玉の代わりに使用し、試作品
を作った。授業での活用にも１年の担任からは理解できる生徒が増えたとの感想を得た。
正負の簡単な計算と小学校低学年程度の基礎計算ができれば、分数や少数の計算が苦手で
も、中学校の数学はできる。また、逆に正負の基礎ができなければ、中学校数学はほとんど理
解できない。このことから支援する３年生にはまず、「正負の加減の基礎」から行う。
正負そろばん（上段―黒５玉、緑５玉、黒５玉、下段―赤５玉、オレンジ５玉、赤５玉）
上記一部拡大（玉の下の上部には、１～15、下部には－１～－15を記している）
配慮として、指導の際教室でそろばんを使うのは目立つし生徒も嫌がるので下記のように指
導を行う。
・３－６＝－３
＋　＋　＋（３玉）
－　－　－　－　－　－（６玉）
・－２－４＝－６
－　－（２玉）
－　－　－　－（４玉）
・１－３＝－２
＋（１玉）
－　－　－（３玉）
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Ｂ．平方根の指導「飛び出せ双子」
平方根の計算は、生徒はよく間違える。そこで、一番基礎となる下記の計算を「飛び出せ双
子」とネーミングし指導した（40歳頃）。これは当時はやっていた「飛び出せ青春」をもじっ
たものである。現任校の若手教員も教室で「飛び出せ～」という言葉が聞かれ、生徒にすっか
りなじみ効果はあるようである。
√4＝√22＝2         　  飛び出せ双子
√9＝√32＝3     　　　　（練）　　√12＝√22×3
√49＝√72＝2　　　　  　　　　　　 ＝2√3 
2）12
2）６
　３
Ｃ．二次方程式の解の公式について
「解の公式の語呂合わせ」例えば、√2＝1.41421356（一夜一夜に人みごろ）のような語呂合
わせを考え続け、三年程前に「乾流」語呂合わせを作成
ax２＋bx＋c = ０の解
2a
－b±√b2－4ac
x＝
※　土の小屋の中にブタブーブー４匹の赤ちゃん
　　　　　　　（b２）　　　　（4ac）
－b（マイナスビー）　　　・　　　庭（にわ）　　2a　　・　　ac（赤ちゃん）
※ ニワニ　マイナスビー、ブーブーと４匹の赤ちゃん
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◎生徒に配布した「解の公式のしおり」についてのアンケート集計
以下の質問に、あてはまるものがあれば、何個でも○をつけて下さい。（アンケート対
象は３年生140人）
①２次方程式の解の公式を書いてください。（不正解は９人）
②公式の覚え方について尋ねます。
・使っているうちに自然に覚えた。（120人）　・何回も紙に書いて覚えた。（15人）
・しおりの語呂合わせで覚えた。（15人）
・忘れそうになった時は、語呂合わせで思い出している。（30人）
③解の公式の語呂合わせについて、気にいったフレーズはありますか。
・２a…にわ（10人） 　　　　　　　 ・－b…マイナスビー（107人）
・±√…土の小屋のなかで（３人） 　・b－…ブーブーと（10人） 
・４ac…4匹のあかちゃん（７人）
④しおりについての生徒の感想 （一部紹介）
・しおりはよく使っています。これをもらう前から覚えていましたが、これを使うと、
もう忘れることはないでしょう。
・語呂合わせの「マイナスビー」がおもしろくて、覚えられたからよかったと思います。
・しおりをもらう前に紙に書いて覚えたけど、もっと早くもらっとけば、楽だったなあ
と思いました。 
・この語呂合わせは分かりやすいので、他の式もあればいいなと思いました。
・マイナスビーが好きです。普通に覚えてたら、－の符号を忘れてしまいがちだけど、
マイナスビーで覚えられました。
・実用性のあるものを作ってくださり、いつも目にするものだから、覚えてない人も覚
えられると思う。
・この前に配られた語呂合わせを使っているうちに、解の公式が覚えれるようになりま
した！先生に感謝です。
５．大学での授業の取り組み
学生に授業等で学びを追究し深めたいことは何かのアンケートに例年、特別支援教育や学習
面での配慮が必要な児童に対する理解とその指導について深く学びたいと答える学生が多い。
昨年度より小学校では現在どのような取り組みをしているのか、具体的な子どもの実態や指導
のあり方等について、小学校で研究実践に取り組む正道幸子教諭と連携を図り授業及び研究に
取り組んできた。今年度は、昨年と今年実施した学生の学びを分析・比較をしていくことによ
り教員としての力量形成のあり方について考察した。
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（１）　学生のグレーゾーンのとらえ方―29年度と比較して―
レポート等から「グレーゾーンの子ども」を発達障害の一部としてとらえている学生が多い
のは、今年度も同様である。学校教育の中では、配慮が求められる特別支援の範疇と授業理解
に時間がかかり学力的に困難な児童をグレーゾーンと使うことが多い。
下記のように記述内容を比較してみると、昨年はグレーゾーンの子どもについての関心が高
く、種類や特徴から探究する内容が多く見られたが、今年度はグレーゾーンの子ども達への支
援をどのように行うことが子ども達にとって大切なのかを押さえて追究している姿勢が見られ
た。また、一つの特徴としてインターネット検索で「発達障害におけるグレーゾーンとは」等
にアクセスして参考にする学生が57％、その関連へのアクセスは26％であった。
文献では、本田秀夫氏（2013『自閉症スペクトラム10人に１人が抱える「生きづらさ」の
正体』）を参考にしていた。
平成29年度学生（20人）のレポートから
○グレーゾーンの子ども達とは
・支援が必要なのか個性なのか
・障害があるのか、ないのか、「普通に限りなく
近いけど集団の中でうまくいかない子ども達」
・学校生活での困り方―発達の遅れ、学習の遅
れ。友達関係の問題、集団に入れない
・何かがあやふやな子ども達
○発達障害児について、二次的被害、
　学力面の遅れ―思考力、表現力の低下、
　自己肯定感低下、誤解、いじめ
○定型発達の子とグレーゾーンの
　境界線のはっきりしたものはない
・発達障害、日常生活困難、パステルゾーン 
カラフル、スペクトラム、その他
○発達障害ではない人に見られる課題
平成30年度学生（23人）のレポートから
○グレーゾーンの子どものとらえ方（特徴や分類）
○グレーゾーンの支援・配慮のあり方
○公的な支援の様々について
○二次的障害と被害及び予防の方法
○合理的配慮とは
○様々な学びの形
○学習の理解が十分できない子どもへの支援
○わかりやすい授業の実施について
○保護者のケアのあり方
○通常学級と特別支援学級かの判断について
○インクルーシブ教育について
（２）　学生の子ども達への関わり・支援とそのあり方
学生の多くは学校ボランティアや野外活動に参加し子ども達とのかかわりを深め、そこで出
会う教師や指導者の技術を学ぼうと努力しているのは前年度と同様である。
学童保育でアルバイトをしている学生の体験では、発達障害と診断された児童、診断は受け
ていないが極端に苦手なことがある児童、多動な児童、みんなと同じ指示では理解しにくい児
童等が在籍している。支援が必要な彼らのため様々な方法を考え指導を行っている。
具体的な活動として、（ア） 頑張りカードの作成がある。児童一人一人に合った目標を５つ
考え、その日できたかを職員と話し合い、出来ていたらシールを貼るという活動。（イ） その
日一日の予定を時間の流れ、学年に合わせてホワイトボードに記し掲示する。（ウ） 集合する
時はグループ分けをして集まる方法等　全体での指導と一人一人個人差に合わせた指導を行っ
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ている。
学生自身も個人的に支援の方法を考え、一人一人に適切な指導ができるようにしている。
〔学生の体験事例〕
ある日、担当している児童が学童の部屋を急に飛び出した。後で聞くとその児童は外に
遊びに行きたくて飛び出したと言っていた。その時、学生は一番に追いかけたが児童は自
分の好きな吊り輪で遊ぶと言い出し聞かなかった。しかし、学童では、外遊びの時間以外
は遊べないし、勝手な行動をとることは良くない。児童に「どうしたら部屋に戻れるかな」
と思い切って聞いてみた。児童は「吊り輪をしたら」と答えた。本当はその時間に遊ぶこ
とはいけないが、戻ることを約束に、「３回やったら戻ろうね。」と話した。
児童は「３回では嫌だ。５回」と言った。初めてのことだったため、その約束を許して
もいいのだろうか分からなかったが、「５回で戻ろうね。約束。」と指切りし、児童は５回
で部屋に戻ることができた。部屋に戻り、職員にこの出来事を報告した後、「３回から５
回に変更を許して良かったのか」聞いてみたところ、初めてのことだったのでそれで良い。
次回もう一度同じことがあった際には、「じゃあ前は５回で戻ったから今回は３回にしよ
う」と徐々に減らしていくことで学べるだろうと言われた。最初からレベルの高いことを
しなくて良いこと、試してやってみてその方法がダメならまた考えればよいということを
学べたと思っている。
とあった。
学生は、子どものサポートをする機会が多いため、担任に指導を受けてのサポートや自分で
体当たりしたりして子どもとの距離を縮めていこうとしている姿は、ボランティア活動のどの
場面でも見受けられる。実践を通して多くの学びを得られると共に現実的な課題に直面してい
る学生も多くいる。
そんな中、数校の小学校でボランティア活動に入っている学生からは、地域によって、学校
によって、校長によって、担任によって認識の差や温度差が大きいと感じている。活動してい
る学生なりに、努力する教師やその子に全く対応をしているとは考えられない場面に出会い学
生の苦悩する姿が浮かび上がってくる。そこには担任としての少しの配慮で子どもの成長・理
解に大きな違いがあることを学生たちは実感している。
学生の中には、「私は通常学級・特別支援学級に関わらず教師が合理的配慮が当然である環
境や文化を創っていくような世になってほしいと願い、最大限のサポートを考えたい。」と目
標を掲げて努力している。
《学生が考える支援のあり方》
・公的支援の活用　・合理的配慮の要請　・子どもが自分の特性による困難を乗り越え、特性
による長所を活かして自分らしく育っていけるよう子供を信じること　・担任が工夫や配慮を
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することで、遅れがある子どもはもちろん遅れのない子どもにとっても解りやすい授業を行
う　・教師の子ども（子どもの特性やその子どもの苦手の把握、発達障害等障等）理解　・個
に合わせた指導（個別指導の徹底）　・教師一人ではなく学校全体で協力して支援体制を整え
る　・子どもや保護者との連携　・出来ること、出来ないことを理解して支援する。
（３）　学生の学びと成果―正道幸子支援員の講義後の学生の学び―
　①　グレーゾーンのとらえ方―29年度の比較も含めて―
障害があるとはされなくても、通常学級の中で十分理解できず学習に遅れがある。周りから
は怠けているだけだと理解され、学習の理解できていないまま、授業が進んでしまい取り残さ
れている。基礎的な学力を付けられないまま、次の学年に進級してしまう。
子どもによっては、自己肯定感や自尊感情が低くなったりする時には不登校に陥いったりす
ることもある。しかし、授業の中で、個々に合った正しい対応や支援を行うことや放課後等を
活用して、その子に合った支援をすることで学習意欲が高まったり、学力が向上したり、学習
が定着する。一人一人の子ども達をしっかり見て、それぞれに合った手厚い支援を行う必要が
ある。
　②　担任の役割
クラスのあり方をしっかり考え、個々をしっかり見る。グレーゾーンの子どもだけではなく、
「分からない。」と言えない子どもが言えるクラスの雰囲気や信頼関係を作るだけではなく、ど
こまで理解できているのかを見極める目を持つこと。
まず、分かっていない子、出来ない子に気付きそのままにしておかないこと。子どもの「困
り感」を何時もしっかり理解し接する必要がある。子どもが動き回るのはなぜか、学習のどの
部分が理解できないのかという点を把握して、学級の子ども達全員に目を向ける。
子どもとのコミュニケーションを大切にする。配慮が必要な児童を教師の目が届くところに
座らせたり、保護者の気持ちを理解し、連携を取ったりする。視覚的に理解できる教材の用意
や前時の復習を丁寧に行う。発達障害、グレーゾーンの子どもには早めに対応する。時間をつ
くって支援するが早めの対策をとる、必要に応じて支援員と協力する。配慮が必要な子ども達
について他の教師と共有し、一人一人に合った対応をしていく。
　③　学校の役割
管理職が積極的にかかわり、教職員との共通理解を大切にし、学校全体で一丸となって取り
組む。在籍する子ども達をきちんと把握する。地域とのつながり、関わりを進め情報を共有す
る。校長が放課後支援の活動を参観し子どもへの声掛けを行う。学校全体で子ども、担任、保
護者のバックアップ体制を作り、支援員の導入等支援システムを構築する。支援できる環境を
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整備し、支援員の確保に努める。放課後の教室開放をする。教師・子ども・保護者の意見に耳
を傾け、より良い関係を築く。取り組みについてPDCA機能を行う。不安を持つ保護者への心
のサポートもしていく。
　④　学力向上教員の役割と支援・その効果
クラスで対応しきれない子どもに支援することは重要だが、担任が支援するのには限界があ
る。そのため、教授スキルを持ったシルバー人材の方の支援があることは子どもだけではなく、
若手教師にも指導方法の共有が出来、力量形成にも効果的である。子ども達も自分に目を向け
てくれる人がいると感じることで自尊心が芽生える。また、放課後の時間確保は、教室で質問
しにくい子どもにとっては、その時間に自由に質問できる。また、個別指導は一人一人の子ど
もとしっかり関わることでその子どものつまずきに気付きを支援することができる。子どもの
日々の成長を記録することで、その子どもの学力が少しずつでも伸びていっていることを教師
や子ども自身も感じることで自己肯定感が育ち、不登校などの予防にもつながる。これまでの
取り組みから効果があることが実証されているので継続の必要性を強く思う。この活動にも、
学校、担任、保護者との連携も必要である。
大切なことは同じ問題でも反復練習を行うことで定着していく。また、褒めることで児童の
自尊感情を育てていくことができる。
・個々への働きかけに重点を置く　・児童が自己成長を実感、できるように〇付けやコメント
を書き、最終的な到達目標を明示する。・児童を肯定的にとらえ、児童の良さを伝える。
　⑤　家庭・保護者
学校であった事、放課後での学びをきちんと理解し、家庭でも生かせるような環境を作って
いくことが必要である。いくら学校での生活が充実していても、家庭での環境が良くなければ
定着は見られない。保護者でなければ気付けないこと、あるいは教師でなければ気付けないこ
とを共有し合う。
子どものことを考えるが故に、親の願望が強くなり過ぎて先走ってしまうこともある。子ど
もにとってどうしていくのが最善なのか子どもの立場に立って考える。
教師や学校との連携を取ることが重要。自尊感情を高めるために、子どもが出来たことや頑
張ったことはしっかり褒めることが大切。
子どもとしっかりコミュニケーションをとり学校での出来事を子どもからきちんと話を聞く
時間を取る。少しでも子供の宿題を見るなどの時間をつくる。自分の子どもの学力の現状を理
解し、頑張っている様子を見守る。家庭での学習状況を把握し、学校側（担任等）と共有でき
るようにする。
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（４）　大学での学びのあり方
今現在求められる指導法を学ぶことはもちろん、学校現場での課題を知り、自身が現場に出
た時にどう対応していったらよいのかを考えていきたい。また、学力に自信がない子どもや勉
強が好きではない子どもが積極的に学びに向かえるようになるためにはどのような指導が必要
なのかを学んでいきたい。子どもの自尊感情の育成に重点を置いた学びをしたい。
まず、しっかり学ぶ姿勢を持つことが大切である。今の子ども達の現状やグレーゾーンの子
どものこと、その子ども達も含めた学級経営のあり方について学びたい。
将来、グレーゾーンの子どもと接する機会は多く、支援のあり方が求められる場面に直面す
ると考える。子どもが伸び伸びと生きていけるように、子どもの気持ちを最善に考えていくた
めにも、小学校等で行われている支援方法等についても学ぶ機会を持つ。
４．結論と今後の課題
各教育機関及び学校は、予算の枠と支援員の増員（声をかければ、来ていただける支援員は
いる。）をしていくことで、受け入れ児童の数も増え、卒業児童も増やせることになり、支援
児童数の拡大につながるとも考える。
また、支援員として働きたくても窓口がなければ気軽に参加することが出来ない。行政レベ
ルでの支援員ネットワークが放課後支援だけの支援員にも確立する必要がある。
大学教育では、小学校や中学校で教諭や支援員として働く方々と交流を深め生きた実践を学
生に提供し、自らが基礎学力定着の重要性や、理解に時間がかかる児童への配慮や指導のあり
方について課題意識を持って追究していく資質・能力を付けていきたい。
楽しい授業づくり、児童理解、保護者・学校・地域の連携のあり方についてもさらに考察し
ていきたい。
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